
自
律
神
経
っ
て
な
に
？ 

 

    

今
年
第
２
回
目
の
〝
お
客
様
健
康
勉
強
会
〟
が

５
月
１
６
日
（
木
）
い
づ
ろ
店
５
階
で
開
催
さ
れ
、

１
８
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

『
自
律
神
経
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
若
甦
』
と
題
し
、

薬
用
人
参
製
剤
若
甦
に
つ
い
て
日
東
薬
品
工
業
株

式
会
社
の
上
田 

秀 

先
生
の
お
話
で
す
。 

               

 

『
若
甦
』
は
、
昭
和
４
６
年
に
〝
薬
用
人
参
〟
を

主
体
と
し
た
、
滋
養
強
壮
剤
と
し
て
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
現
代
人
の
疲
れ
を
日
々
研
究
し
、
肉
体
疲

労
・
精
神
疲
労
両
面
に
着
目
し
た
商
品
各
種
に
な

っ
て
い
ま
す
。
身
体
を
内
側
か
ら
温
め
て
、
人
間

が
本
来
持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
や
、
自
律
神
経

の
働
き
を
高
め
て
、
根
本
か
ら
元
気
に
す
る
も
の

で
す
。 

 

『
若
甦
』
は
各
シ
リ
ー
ズ
商
品
で
、
交
感
・
副

交
感
、
ど
ち
ら
の
神
経
も
高
め
て
く
れ
ま
す
。 

    

〝
自
律
神
経
〟
と
は
、
様
々
な
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
に
調
整
を
し
て
く
れ
る
も
の
で
、
自

分
の
意
志
で
は
、
動
か
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
自

律
神
経
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
型
の
副
交
感
神
経

(

※
１)

と
、
活
動
型
の
交
感
神
経(

※
２)

の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。 

※
１
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
体
を
休
ま
せ
る
。
夜
の
神
経 

※
２
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
動
い
た
り
、
ス
ト
レ
ス
に

対
抗
す
る
た
め
の
態
勢
に
す
る
。
昼
の
神
経 

    

〝
自
律
神
経
〟
は
免
疫
の
働
き
を
支
配
し
て

お
り
、
交
感
・
副
交
感
、
両
方
が
高
い
レ
ベ
ル
で

良
く
働
い
て
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
事
が
大

事
な
の
で
す
。 

 

副
交
感
神
経(

リ
ラ
ッ
ク
ス
型)

が
働
く
と
、
心

拍
数
が
減
り
、
血
管
が
拡
が
り
血
流
が
促
さ
れ
ま

す
。
血
圧
が
低
下
し
吸
収
が
深
く
ゆ
っ
た
り
に
な

り
ま
す
。
胃
腸
等
か
ら
消
化
液
を
分
泌
さ
せ
、
排

便
を
促
し
ま
す
。 

 

免
疫
系
で
は
、
リ
ン
パ
球(

ウ
ィ
ル
ス
に
作
用

す
る
白
血
球)

の
分
泌
が
増
加
し
ま
す
。
し
か
し
、

過
剰
に
な
り
す
ぎ
る
と
、
抗
原
に
対
し
て
、
必
要

以
上
に
過
敏
に
反
応
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
や
ア

ト
ピ
ー
を
発
症
し
た
り
、
う
つ
や
気
力
減
退
が
起

こ
る
事
も
あ
り
ま
す
。 

他
方
、
交
感
神
経(

活
動
型)

が
働
く
と
心
拍
数

が
増
え
血
管
が
収
縮
し
、
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

呼
吸
は
浅
く
早
く
な
り
ま
す
。
胃
腸
等
、
消
化
管

の
働
き
を
抑
え
、
体
を
活
動
的
に
し
ま
す
。
緊
張

や
興
奮
し
た
時
に
も
働
き
ま
す
。 

 

免
疫
系
で
は
顆
粒
球(

細
菌
に
作
用
す
る
白
血

お
か
げ
さ
ま
で 

創
業 

周
年 

60 
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「自律神経のトラブルには若甦」 
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『
自
律
神
経
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
若
甦
』 

冷
え
と
心
身
の
疲
れ
に
効
く
！ 

 
 
 
 

元
気
の
源 

〝
若

甦

じ
ゃ
っ
こ
う

〟 

若甦インペリアル 

セ
オ
の
健
康
告
知
板

和
人
参 

セ
オ
の
健
康
告
知
板

和
人
参 



球)
の
分
泌
が
増
加
し
ま
す
。
し
か
し
、
過
剰
に

な
り
す
ぎ
る
と
、
活
性
酸
素
が
発
生
し
、
炎
症
を

起
こ
し
、
自
ら
の
組
織
を
破
壊
し
ま
す
。
血
行
が

悪
く
な
り
、
高
血
圧
や
心
筋
・
脳
の
梗
塞
、
ガ
ン

や
潰
瘍
、
糖
尿
病
等
を
引
き
起
こ
す
事
も
あ
り
ま

す
。 

 

又
、
自
律
神
経
は
ど
ち
ら
か
が
過
剰
に
働
い
て

も
血
流
障
害
に
な
り
、
低
体
温
に
な
り
ま
す
。
低

体
温
に
な
る
と
新
陳
代
謝
の
低
下
、
血
行
不
良
、

酵
素
活
性
低
下
に
よ
る
内
臓
機
能
低
下
、
免
疫
力

低
下
、
自
律
神
経
・
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱

れ
等
々
、
様
々
な
悪
影
響
を
招
き
ま
す
。 

〝
若
甦
シ
リ
ー
ズ
〟
の
中
か
ら
、
今
回
は
〝
若
甦

内
服
液
〟
と
〝
若
甦
温
〟
を
と
り
あ
げ
ま
す
。 

朝
一
番
に
〝
若
甦
内
服
液
〟
の
お
湯
割
り
を
、

夜
寝
る
前
に
若
甦
温(

お
湯
に
溶
い
て)

の
服
用

が
効
果
的
で
す
！  

【
注
】
胃
の
内
側
に
は
〝
太
陽

た
い
よ
う

神
経

し
ん
け
い

叢そ
う

〟
と
い
う

自
律
神
経
の
集
ま
っ
た
部
分
が
あ
り
、
こ
こ
を
温

め
る
と
各
臓
器
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。 

だ
か
ら 

〝
お
湯
割
り
〟
な
の
で
す
。 

 

    

          

す
ぐ
で
き
る
免
疫
力
・
自
律
神
経
の
働
き
向
上

法
と
し
て
、
手
足
の
『
爪
も
み
』(

交
感
神
経
を

刺
激
す
る
時
は
薬
指
を
、
副
交
感
神
経
を
刺
激
す

る
時
は
薬
指
以
外
の
爪
を
も
む)

と
、『
笑
い
』
で

す
。
笑
い
は
作
り
笑
い
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

食
養
生
で
は
、
陽
性(

あ
た
た
め
る)

・
陰
性(

冷

や
す)

食
品
の
分
類
と
、
摂
り
方
等
を
、
わ
か
り

や
す
く
ご
説
明
下
さ
い
ま
し
た
。 

《
あ
と
が
き
》 

 

皆
さ
ん
で
若
甦
内
服
液
の
お
湯
割
り
を
服
ん
で
、

い
ざ
勉
強
会
へ
・
・
・
。 

 

忙
し
す
ぎ
る
現
代
社
会
は
、
交
感
神
経
優
位
に

な
り
や
す
く
、
冷
え
症
・
低
体
温
の
方
が
増
え
て

い
ま
す
。 

 

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
自
律
神
経
の
働
き
が
乱

れ
易
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。『
若
甦
』
で
身
体
の

内
側
か
ら
温
め
て
、
自
律
神
経
を
整
え
、
免
疫
力

ア
ッ
プ
！
皆
様
の
は
つ
ら
つ
人
生
に
『
若
甦
』
を

お
役
立
て
下
さ
い
。 

爪
も
み
・
笑
い 

 

 

 

 

 

 

 

若甦 温 

若甦内服液 

ノンカフェ 

若甦内服液Ｇ 

お湯割りが 

効きます！ 

薬用人参 

若甦 参甘黄カプセル 


